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　10月5日は、アップル社を創設した“スティー
ブ・ジョブズ氏”の命日です。彼は、56歳の若
さでこの世を去りましたが、新たな挑戦をする人
たちに希望と勇気を与え続けています。
　彼が、米国のスタンフォード大学卒業式で行っ
たスピーチは、ジョブズ氏自身の波乱に満ちた人
生や、癌の宣告を受けたショックとそこから得た
気付きなど、彼自身の生涯が凝縮された「伝説の
スピーチ」と言われています。
　そのスピーチは、冒頭で卒業生たちを和ませ、
「私は3つの話を皆さんに紹介します。大したこ
とのない3つの話です」と要点を告げて、わずか
数十秒で卒業生たちの心を掴みます。そして、
「点を繋げること」、「愛と喪失」、「死」につ
いて語ります。話の中に盛り込まれたユーモア
や、分かりやすさから、卒業生にとってはあっと
いう間の時間だったようです。スピーチは最後
に、“Stay Hungry. Stay Foolish.”（ハング
リーであれ、愚か者であれ）と締め括（くく）ら
れます。
　ジョブズ氏の講演は、「他人が考えた結果に
よって、自分の内なる声がかき消されないように

する」「最も重要なのは、自分の心と直観に従う
勇気をもつ」「心と直観は、本当になりたい姿を
知っている」ということを言っています。
　また、ジョブズ氏は、iPod開発時に、担当者が
試作機を見せたところ、「もっと小さくするよう
に」と指示をします。担当者が、「これ以上は小
さくできません」と返すと、ジョブズ氏は、水槽
に試作機を落として水の中に泡が出ることを見せ
て、隙間があることを理解させたということで
す。これは発想の違いが、進展へ繋がるというこ
とを示しています。
　さて、季節は「天高く馬肥ゆる秋」となりまし
た。元々は中国の唐の時代の言葉で、戒めの意味
があったということですが、現代では、「空が澄
み渡り、快晴の中で馬が食欲を増して、肥えてた
くましくなるほど過ごしやすい」ということを表
しています。新学期に立てた目標を実現するため
に最も適した季節となります。今を大事にして、
学習や運動、趣味などで、一人ひとりがよい成果
へとつなげられるよう、日々努めましょう。
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甲子園出場決定の瞬間（２０２２年７月２８日）
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